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走り出しました。二人の子供を連れて、子供を
抱いて走ったのです。それもハイヒールで。で
も私の夫は走れません。だって姑を置いて行け
ないからです。でもあんなに速い津波から逃げ
る事なんて本当にできません。でもとにかく私
たちは走りました。私はしゃくり上げていまし
た。もう死ぬと思って。あの津波を見たら本当
に人間なんて生きのびることなんてできない．．。
あまりにも何て言うか、家なんかまるで紙切れ
のように、こんなになって（ジェスチャー）し
まうんです。私たちは走りに走りました。それ
から泣きに泣きました。もう死ぬと思ったから
です。それから１時間後には、私の夫なんかま
るでサバイバーですよ本当に。だって学校の近
くまで来た時に泥から這いあがって来て、叫
んでいるんです。「ジョンピーはいるか？」って。
私たちは体中泥だらけで目だけ白い色して出て
いるだけだったので、お互いに相手が分かりま
せん。彼が子供の名前を叫んだので「私の夫だ」
と分かったのです。私たちは抱き合いました。
彼が生きているとは思ってもいなかったからで
す。彼は最初は母親を離さなかったんです。母
親の服をこうしてずっと掴んでいたんです。で
も彼は手を離してしまったんです。もし彼が手
を離していなかったら彼も溺れていたでしょう。
彼は木に掴まっていました。津波が去ってから
彼は泥から這い上がってきたんです。結局３人
が連れ去られました。義理の姉と兄の夫婦、そ
してオバアチャン。２日後に義理の姉と兄の遺
体が見つかり、その３日後にオバアチャンの遺
体が収容されました。』
インタビューを終えて
　各県の国際交流協会、カトリック教会などの
ご協力で、約２ヶ月間かかって北は岩手県久慈
市から南は福島県いわき市まで最終的に目標を
上回る53人の被災者に聞き取りをすることが
できました。インタビュー中は私達はタガログ
語がわからないので日本語で聞き直したいのを
我慢する毎日でしたが、後で日本語に訳された
ものを読んであらためて、極めて生々しい貴重
な体験談が沢山集められていることが実感でき
ました。また皆さん母国の人々に対して津波へ
の備えを怠らないことを訴えておられました。
今回の震災では２万人近い方が亡くなりました。
つまり危うく難を逃れたこのような貴重な体験
を語ることのできる方は数万人に上るというこ
とです。我々はフィリピン人の方々だけをイン
タビューの対象にしましたが、将来の津波災害
による犠牲者を減らすためには時間はかかって
もいいので、全ての被災者の体験談を後世に語
り継ぐための努力をする必要があると思います。
ビデオ、インターネット、GPS など現代の技術
がその助けとなります。
　今回集まったフィリピン人被災者のビデオイ
ンタビューは現在 PHIVOLCS で英語の字幕を
つけて DVD に編集する作業が行われています。
日本語訳も進めています。さらに全証言を集め
たビデオのアーカイブの製作、書籍の出版、マ
ンガ版の製作などを計画しています。これらの
資料をフィリピン・日本をはじめとする世界各
国の津波防災教育に活用したいと考えています。
写真１　陸前高田市気仙町でのインタビュー
